
様式３

学校番号

令和 6

「全人教育」を中心に据えた教育活動の実践

次代の国際社会や日本を担う人材、グローバル・リー
ダーの育成

　知識と技能の習得、思考力、判断力、表現力の深化、学びに向かう力
と人間性の伸長を促すとともに、求められる資質・能力を社会と共有し連
携する「社会に開かれた教育課程」を実践する。教育における先進性と地域における教育の役割を見

据えた改革の推進

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 修猷館 高等学校

　昨年度は新型コロナウイルス感染
症も５類に移行し、従来の全人教育
を中心に据えた教育活動が実施で
きるようになった。
　しかし、この感染症が残したもの
は負の遺産ばかりではない。教育
の情報化の進展は目覚ましく、情報
環境の整備も急激に進んだ結果、
教育活動の様々な場面でICTを活
用した授業実践が展開された。
　また、様々な制約を受ける中で、
何ができて、何ができないのかを主
体的に判断し、どうすれば実現でき
るかを協働的に思考・判断し、実行
に移す生徒の育成につながった。こ
れはまさしく本校が目指すスクー
ル・ミッションそのもであり、今後の
さらなる高みを目指した教育活動に
つなげていかなくてはならない。

学校運営計画（４月）
評価

（総合）

　社会的な視座に立つ教育活動を展開することにより、世界の現実を直
視し、自己の使命を果たそうとする高い志と国際的素養を持った生徒を
育成する。

　生徒の可能性を伸ばし、主体的に進路を選択できる能力・態度を育む
ことで、１０年後・２０年後の自己実現に結び付けられるよう支援する。

　地域の小学校、学習塾等と連携し、小学校及び小学生の保護者向け
の広報活動を充実させ、地域のニーズを踏まえた新たな教育実践を創
造する。

　後世に文化を継承していく使命と責任を自覚し、知性と感性が調和した
人間力豊かで実践的行動力を持つ生徒を育成する。

　内面的自覚を促し、節度ある生活の中で礼儀と倫理観を育てるととも
に、正義感を持って主体的に行動し、自らの責任を果たす生徒を育成す
る。

　日本の公教育の強みを生かした教育活動を推進し、福岡県・日本を代
表する高等学校としての在り方を生徒、教職員ともに追究する。

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

世のため人のために力を尽くし、未来を創り出す、真のグローバルリーダーを育成する学校

全人教育を中心に据えた高度で先進的な教育活動を通じて、次代の福岡県、日本、国際社会をけん引する人材を育成します。

【根拠なき自信】　【挑戦】
・本校の館風と文化に対し興味を抱く人
・人格の完成を目指し、自らを鍛え文武両道を極めようとする逞しい人
・人と人とのかかわりで学ぶことを楽しめる人
・自ら考え判断し、主体的に行動し、自己の行動に責任を持つ誠実な人
・自他を尊重し、人の痛みのわかる感受性豊かな人

【知性の刺激、失敗を恐れない学び】　【語りの文化】
・高い学力を豊かな知性に高める上質な授業
・「文系・理系」「英数クラス・医進クラス」設置
・「Sure You Can講座」「課題研究」の実施
・外部人材活用：卒業生キャリアセミナー、出前授業、生徒海外派遣、東京研修等
・「失敗から学ぶ」：生徒主体の運営による学校行事及び生徒会における自治的活動

【修猷を誇るな、修猷が誇る人となれ】　【自浄作用】
・後世に文化を継承していく使命と責任の自覚
・知性と感性が調和した人間力豊かな実践的行動力
・世界の現実を直視した高い志と国際的素養
・内面的自覚を促し、礼節と倫理観、正義感をもった主体性
・１０年後、２０年後の自己実現

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

年度重点目標 具体的目標
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保護者アンケート

進路部
広報課

社会に開かれた学校の観点
をもった広報的行事の運営

小学生保護者説明会及び修猷フェスト（中学生体験入学）の実施

学区内小学校、中学校及び学習塾への訪問・意見交換

生徒図書委員会の組織力の
向上及び図書館等の適切な
管理と運営

「総合的な探究の時間」の運
営支援

朝読書を中核に据えた活字
文化の推進

教養部
研究支援課

教員研修及び教育実習の適
切な運営と教育研究の充実

教養部
図書課

優れた文筆活動の年間記録『オロール～極光』の編集

生徒図書委員会主催の行事の長期的取組みを支援する。

菁莪祭等による図書委員の企画力と実践力を育成する。

外部講師の招聘や講座への積極的な応募を促進する。

本校生徒の創造性・主体性・
協働性・リーダー性の育成

生徒部
活動支援課

進路部
進路支援課

高い志を定め、主体的に努力
する力の育成

「進路の手びき」の積極的な活用

外部講師の講演、卒業生キャリアセミナーの実施

校内外模試及び大学入試等の分析・評価

学力の３要素の修得及び伸
張のための授業・評価法の工
夫・改善

質の高い個性的な授業を展開し、生徒の学びに向かう力を高める。

各学年と連携し、生徒に応じた個別最適な学びの支援を強化する。

各分掌や委員会と連携し、ICTを活用した新たな学びを充実させる。

教育課程・学習評価・時制の
適切な運用・検証・改善

真の学び、進路実現を意図した教育課程・学習評価の充実を図る。

本校教務の現状や課題を整理し、よりよい改善策を提案する。

総授業時間数と時間割を調整し、教員及び生徒の負担を軽減する。

儀式運営におけるPTA・同窓
会との連携

本校の儀式・行事の意義と伝統を重んじた企画・運営

PTAと連携した各種委員会・関連行事の円滑な運営

各学年・分掌と連携した３年間の総合的な取組の実施

生徒意識調査出前授業・卒業生キャリアセミナー等の外部連携の充実

生徒の自己教育力・相互教育力・実践力の育成

教職員と生徒が読書を楽しむ環境をつくる。

生徒意識調査読書会やビブリオバトルによる校内外の生徒間の交流を支援する。

保護者アンケート

保護者アンケート

生徒の実態、本校の現状、教育改革の動向を踏まえた教員研修の実施

保護者アンケート人権教育推進委員会と連携した教員の人権意識脳向上を図る人権研修

本校職員の教育実践、教育研究の集大成となる研究紀要の発行

小中学校PTAの学校訪問、出前授業、学校説明会の積極的受入

生徒会執行部と連携した広報活動を通したリーダー性の育成

広報的行事に関わる生徒の創造性・主体性・協働性の育成

ホームページを活用した本校生徒の取組等の紹介の充実

保護者アンケート
より効果的な進路支援・進学
支援の実践

適切な進路情報の提供

夏季・冬季補習及び３年生放課後課外の実施

進路希望に応じた面接指導・小論文指導

生徒意識調査

生徒意識調査
二大行事・部活動を通じてた
くましく生きる力を育成

生徒のリーダーシップ・フォロワーシップの醸成

二大行事に向けた生徒の自治的・主体的活動への支援

心身共に健康で文武両道を実践する生徒の育成

学校生活アンケート
修猷アイデンティティと実践
的行動力の育成

自治的・主体的な生徒会活動を支援する教員体制の整備

生徒が主体となって学校全体を引っ張っていくスーパーリーダーの育成

修猷文化の継承と修猷アイデンティティの育成

いじめに関するアンケート
生徒が安心して過ごせる環
境の整備

支援が必要な生徒の情報共有並びに早期対応

外部の関係専門機関との積極的な連携

いじめ・自殺予防における未然防止及び組織的・継続的対応

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

教務部教務課

教務部庶務課

学校生活アンケート
主体性を持って考える実践的
行動力の育成

教員・生徒の共通理解を図り、生徒の倫理観や責任感を醸成する。

社会的モラル・マナー及び安全意識・危機管理能力を向上させる。

学年・分掌と連携し、生徒間の自浄作用が高まる環境づくりを図る。

保護者アンケート
業務の効率化を図るための
環境整備

業務の効率化と分担の適正化による教員の負担軽減

学校要紀等の諸文書の適切な発行

各分掌との連携による教育環境の適切な管理及び整備

生徒部
生徒支援課

保護者アンケート

同窓会と連携した同窓会活動の円滑な運営

保護者アンケート

授業アンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等
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生徒意識調査

生徒意識調査
学校生活アンケート

授業や部活動、様々な学校行事を通して自他の魅力を発揮する。

力がいっぱいあること（可能性）に気づいて、自他を大切にする。

学校行事において仲間と共に型を破り、新しいものを創造する。

生徒意識調査修猷文化を主体的に体得し、自己の存在や役割、可能性を探る。

真の学びと豊かな知性を主体的に追求する。

力一杯やる

自他の力を使って伸ばす

「たくましい」先人・文化・仲間
に学び、自分の世界を開拓す
る

第１学年

第２学年

授業等の教育活動や学校行事を通して、気力を引き出す。

部活動、大運動会、十里踏破遠足を通じて体力を鍛える。

授業を中心に課題研究、読書、海外派遣研修等を通じて知力を伸ばす。

しっかりと「考える、語る、歩く、作る」ことができる力を育成する。

礼儀や節度をわきまえ、困難に立ち向かう「協働体」を構築する。
生徒意識
学校生活アンケート

校内外での様々な交流を通して、自分に付加価値をつける。

失敗を恐れずチャレンジし、その経験を仲間と語り合い、共有する。

第３学年

最上級生として最大限の責任を果たす。

生徒意識調査他者との協働を通して、仲間を尊重し合う更なる人間的成長を図る。

修猷の伝統を継承するため、積極的に後輩に語り継ぐ。

失敗を恐れずに、果敢にチャレンジする態度を醸成する。
生徒意識
学校生活アンケート

仲間と互いに刺激し合い、より高いレベルの学習に取り組む。

卒業生キャリアセミナーや講演会を通じて、計画的な進路実現を図る。

真の「たくましさ」に必要なも
のを追求する

最上級生としての自覚と最大
限の責任感

高い志と進路実現に向けた
最大限の挑戦・努力
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